[image: image1.wmf][image: image2.wmf][image: image3.wmf][image: image4.wmf]　　昨年12月に国連で採択された「障害者権利条約」では、「障害を持つ人の固有の尊厳の尊重」が明記され障害者の生命や存在は、その他の人々と同じ価値を持っていることが改めて確認されました。

　しかし、今の私たちの社会では、障害者の生きる権利さえも保障されていないなかで、障害を持つ生命を不幸であってはならない存在として、生まれてこないようにしようとする出生前診断が、筋ジストロフィーなどを対象に行われています。これは遺伝性の疾患や障害を持つ人を「生きる価値のない生命」として排除し、新たな差別を生み出す危険性があるだけでなく、障害を持つ人がさらに生きづらい状況に置かれることになりかねません。
　そこで、このセミナーでは、遺伝性の障害を持つ当事者を招いて「出生前診断」とはなにか、また、その問題性について問題提起を行うとともに、会場のみなさんと生命の選別や優生思想について考えることで、広く議論をしていく機会にしたいと思います。
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　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps12 \o\ad(\s\up 17(みかた),見形)　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(のぶこ),信子)
1969年、埼玉県春日部市に生まれる。幼少時にウィルドニッヒ・ホフマン病と診断される。　小学校までを在宅で過ごしその後中高と埼玉県立蓮田養護学校に通いながら併設の国立療養所東埼玉病院に入所。1987年に同高等部を卒業。その後も入所を続ける傍ら趣味の音楽活動や障害者団体の活動に関わる。’97年国療を退所し、長年障害者に関わる仕事に就きたかった事もあり自立生活をさいたま市（旧浦和市）で始める。’01年に重度な障害者が地域の中で生き生きとありのままに生きる社会作りとその介助システムの確立を目指し、障害を持つ仲間たちとその介助者と共に「自立生活センターくれぱす、ＮＰＯぴあ・ぱれっと」を同時設立。現在、NPO自立生活センターくれぱす、ＮＰＯぴあ・ぱれっとの理事。趣味は旅・カラオケ・音楽活動等。
　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps12 \o\ad(\s\up 17(かこ),加古)　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(ゆういち),雄一)
1976年愛知県東海市に生まれる。幼少時に進行性筋ジストロフィーと診断される。小中高と16年間を国立療養所鈴鹿病院で過ごす。三重県立四日市高等学校卒業後、自分の生活を自分で作りたいと思って退院。設計の仕事を志し工作機械の設計の仕事に携わる。しばらく活動の後、カナダへホームステイするなど転々としたのち、'01年某大手学習塾へ就職する。その頃同時に自立生活もスタート。

'03年の時、自分が生きてきた事、経験してきたことをフル活用できる、障害者の自立支援をしたいと思い、「ＡＪＵ自立の家」の仲間入りをする。現在、仲間と共に「自立生活センター生活塾」の事務局長として活動をしている。好きなものは、映画鑑賞とハードロック。
　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とみた),冨田)　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(なおひと),直史)
1975年兵庫県神戸市に生まれる。幼少時に進行性筋ジストロフィーと診断される。'94年神戸市立垂水養護学校高等部卒業。'02年佛教大学社会学部社会福祉学科卒業。'95年の阪神大震災で被災した作業所復興支援の活動を通して障害者運動に関わるようになる。'96年から、「おおさか行動する障害者応援センター」「自立生活センター神戸・Ｂｅすけっと」などでの活動に関わる。大学在学中に「自立生活支援センター・ピア大阪」で、初の実習生として、ピアカウンセリングや自立生活支援について学ぶ。'02年人工呼吸器の使用を始めたことをきっかけに、北海道札幌市に移住し、自立生活を始める。'03年～'05年「自立生活センターさっぽろ」で在宅人工呼吸部門などを担当する。現在は「障害者自立生活センター・ＩＬ－ｉｓｍ」のスタッフとして仲間とともに活動している。「ＤＰＩ（障害者ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ）北海道ブロック会議」理事。障害学会会員。日本解放社会学会会員。好きなものは、妖怪、鉄道、読書、ジャズ。

　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(いしい),石井)　EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ﾎﾟｯﾌﾟ体" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まさこ),雅子)
1978年兵庫県神戸市に生まれる。幼少時にシャルコ・マリー・ツース病（ＣＭＴ）と診断される。‘97年兵庫県立播磨養護学校高等部卒業、‘９８年に兵庫県障害者高等技術専門学院を卒業後、「ジャスコ株式会社」へ就職する。その後、「ＮＴＴネオメイト」、「ヤマダ電機」などへ就職するが、'05年に体調不良により退職する。退職後、何か活動したいと思いﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞで知った、ＣＭＴの患者会発足にむけての委員に参加する。現在は「ＣＭＴ患者会」の活動に加え、「自立生活センターリングリング」のスタッフとして、また「ＷＩＮＧ　KOBE」「ながた障害者支援センター」などで仲間とともに様々な活動をしている。好きなものは、ＧＬＡＹ、旅行、映画鑑賞












～第７回DPI世界会議韓国大会開催30日前記念イベント＆2007年度北海道ろうきん社会貢献助成事業～

















～生命の選別についてあなたはどう考えますか？～




















日　時：２００７年８月５日（日）


　　　　　　　　　１３：００～１７：００（開場１２：３０）


　　　　　会　場：札幌市視聴覚障がい者情報センター２F大会議室


　　　　　　　　　（地下鉄東西線「西18丁目駅」１番出口エレベーターから徒歩１分）


　　　　　講　師：　 見形　信子（自立生活センターくれぱす）


　　　　　　　　　　 加古　雄一（自立生活センター生活塾）


　　　　　　　　　　 冨田　直史（障害者自立生活センター・ＩＬ－ｉｓｍ）


　　　　　ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ：石井　雅子（自立生活センターリングリング）





　　　　　主　催：ＤＰＩ（障害者インターナショナル）北海道ブロック会議


　　　　　共　催：障害者・マイノリティなどの生活と人権を考える会


　　　　　協　賛：北海道労働金庫（ろうきん）


　　　　　定　員：１００名（定員になり次第締め切ります）


　　　　　参加費：５００円


　　　　　後　援：北海道、札幌市、社会福祉法人北海道社会福祉協議会


社会福祉法人札幌市社会福祉協議会、全国自立生活センター協議会


　　　　　申し込み：ＤＰＩ（障害者インターナショナル）北海道ブロック会議


　　　　　　　　　　〒060-0004  札幌市中央区北4条西12丁目1-55ほくろうビル５Ｆ


　　　　　　　　　　ＴＥＬ（０１１）２１９－５６８７　ＦＡＸ（０１１）２１９－５６８８


　　　　　　　　　　E-mail：� HYPERLINK "mailto:info_hokkaido@dpi-japan.org" ��info_hokkaido@dpi-japan.org�


　　　　　　　　　  URL：http://www.dpi-japan.org/hokkaido/











